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▶ 会員総数 205名 / 特別会員 13名
▶ ご逝去＞小林隆志さん（S33）/ 大熊忠之さん
（S35）〜 心よりご冥福をお祈り申し上げます。
▶ 新会員1名＞羽柴俊輔さん(R6) →

発行者:麻布学園山岳部OB会 / 2024年7月
事務局:小澤徹

◆ お願い
• 会費納入のお願い

2024年度の会費(¥2,000 但し、麻布卒業後5年間の学生会員は¥1,000)の納入
をお願い致します。合宿参加など現役サポート活動を積極的に行うためには資金
的裏付けは必要不可欠です。過去3年間で未納分のある方は本年度分と合わせ納
入をお願い致します。

• 同封の払込用紙をご利用下さい。銀行から送金の場合は :
銀行名: ゆうちょ銀行 / 店番: 〇一九 / 口座: 当座 0363867

• ホームページへの写真提供のお願い
AACホームページに古い写真を掲載させて頂きます。
事務局までご連絡ください。

◆ 会員動向

ごあいさつ

コロナ禍も漸く落ち着き元の生活に戻りつつあるこの頃です

が、会員の皆様はどの様にお過ごしでしょうか。

昨年度のOB会活動は、暮れの忘年会、そして5月の総会も学校

の教室をお借りして開催する事ができ、コロナ禍前の状況に戻

す事ができました。山荘のリフレッシュデイでは、山荘の掃除

や草刈りの他にキッチン床やウッドデッキの修繕、本棚の増設

等を実施しました。現在山荘はピカピカの状態ですので、沢山

の皆様のご利用をお待ちしております。

現役部員の部活動は、部員全員が登山未経験の白紙の状態から

の出直しですが、顧問の先生方のご協力を得て、低山への山行

から一歩一歩経験を積むべく元気に活動しております。

2年後の2026年度には、麻布学園山岳部発足80周年を迎えま

す。そこで今年度から、80周年祝賀イベントの企画、準備を始

めたいと考えております。会員総意で進めていきたく、逐次ご

案内申し上げますので、会員の皆様のご協力を切にお願い申し

上げます。

会長 太田弘一
AACホームページ
http://a-a-c.net/

現役の山行より:
↑ 入笠山 (ʻ24/02)
↗ 三ツ峠山（ʼ23/09)
→ 北岳 (ʻ23/07)



活動
報告

◆ 現役部活動のサポート
▶ 現役部長交代 - 高橋→蛭田
▶ 山行計画のチェックとアドバイス
や、保護者会参加を行っています。

◆ 「リアル」総会を開催
去る5月25日に麻布学園にて総会を実施した
ところOB17名(うちリモート参加2名)、顧
問の先生1名にご参加いただき、各議題につ
きご審議頂きました。

◆ 八ヶ岳山荘の維持管理
▶ 9/30-10/1 山荘リフレッシュデー（草刈り、植木剪定、薪割り、
窓拭き、雨戸拭き、布団干し) を実施し、9名が参加しました。
▶ 年度全体では、キッチン床張り替え、テラスコンクリート穴補修、
キッチンレンジ台・ストーブ収納棚作成、ウッドデッキ柱補強、外壁キ
ツツキ穴補修、本棚増設、電灯スイッチ交換などの修繕を行いました。

◆ 広報活動
▶ ニューズレターを発行しました。
▶ ホームページを更新しています。

◆ 会員懇親
12/9に忘年会を実施
し、14名(＋1名リモー
ト)が参加しました。

◆ 役員
非改選期ですので昨年
通りとなります。

◆ 2024年度活動計画
▶ 二年後に迫る80周年に向けて記念事業の検討を
始めました。まずは直近10年の部長経験者による山
行記録の整理をスタートしました。
▶ 八ヶ岳山荘では植木剪定、給湯器交換 (2024/5
に実施済み）のほか、9/28〜29にリフレッシュデ
イを予定しています。どうぞお集まりください。
▶ その他前年度同様の活動を予定しています。

3表紙写真は、南ア深南・鹿の平より丸盆方面 / 岩城達之助（S55）
この見開きの背景写真は、ʼ22年1月平標山にて / 高坂元顕（S56）

左下の写真は、現役の北岳合宿（ʼ23/07）より

外ノ池/矢部/南谷/太田高/森/池永/武藤/福井令
大熊弟/斎藤/福井/平野/太田弘

(後)中村/太田弘/加藤/布施田/オズボーン/松本/
蛭田/村松/江田先生 (前)平野/小熊/武藤/池永

福井/南谷/鮫島/太田/武藤
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特別寄稿（あるいは宣伝）

コロナにも負けず、歳にも負けず、頻繁に山歩きをするように
なってから、毎月2回の山行をいまだ続けています。
昨年は私の干支、うさぎ年でした。そこで、年男にちなんで兎
岳に行こうと思い立ったのですが... 赤石岳と聖岳の間にある兎
岳はやはり遠い！ そういえば越後にも兎岳はあったはず。しか
しきつそう！いっそ福井の赤兎山でも？と日和見になっていたと
ころ『静鉄バスの南アルプス線が運行！』というのが目にとまり、
その場で予約してしまい4泊5日で南アルプスへ行くことになりました。

余裕の日程にしたのですが、20kg超えのテント泊装備は
やはり老体には重かったです。加えて最近の紫外線の強さ
は尋常ではなく、午前中10時ごろまでに腕はやけど状態
になってしまいました。とはいえ目的の兎岳に加え50年
ぶりに赤石岳の頂を踏めたことには感無量。縦走路ですれ
違ったのは数パーティと静かな山行でした。
ところで最近の山事情は、なんといってもビギナーが増え
たこと。中高年だけでなく結構若者も多くなっています。
それを裏付けるかのように、お粗末な遭難も増えているの
が気になっています。
コロナが明けても私の仕事は今だ戻ってこずに年金生活中

のため、本を書いてみることにしました。これまで何冊か執筆したことはあるので
すが出版社からまともな印税をもらったことがありません。ところが電子出版では
売れた冊数はガラス張りで印税が入るというではありませんか。
書籍自体の単価は安いものの仕事としても成り立ちそうで
あること、さらにはビギナーに山歩きのノウハウを伝えら
れれば、遭難防止にもわずかながら貢献できると、書いて
みました。題名は、遭難理由一番にちなみ『道迷いしない
山歩き - 元下山部員がいつもしている99.9%の秘訣 - 』
近日には刊行です。多くの方が手に取ってくれるようでし
たら、今後の続巻も予定しています。
本来はみなさんに謹呈して差し上げたいのですが、電子書
籍は一つのメールアドレスで一冊しか購入できません。そ
こで、規定の最低価格99円のキャンペーンセールを行うこ
とにしました。ご購入いただける方は
mori@mori-ee.jpあてに
「本購入希望」とメールください。
セール日時が決まり次第、ご案内を差し上げます。■
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森 美文(S44卒）
５

収入の部 支出の部
宿泊費収入 355,390 水道光熱費 117,714
受取利息 9 支払保険料 26,110

消耗品費 62,741
固定資産税 61,500
通信費 0
支払手数料 1,705
雑費 8,500

合計 355,399 合計 278,270

2023年度山荘会計 (2023年4月1日〜2024年3月31日）

当期収支 ￥77,219 / 前期剰余金 ￥857,679 / 当期末剰余金 ￥934,808.
[参考] 山荘利用者（前年度比）: 会員 33 (+8) / 非会員 139 (+41)

収入の部 支出の部
会費収入 122,000 会報作成発送 32,230
利息 4 ホームページ運営 7,946

総会・忘年会通知、会費補助 40,514
現役サポート・保護者会補助 12,000
振込手数料 715

合計 122,004 合計 93,405

2023年度一般会計 (2023年4月1日〜2024年3月31日）

当期収支 ￥28,599 / 前期剰余金 ￥1,203,766 / 当期末剰余金 ￥1,232,365.
資産明細: 現金 ￥39,567 / 郵便貯金 ￥340,205 / 普通預金 ￥852,593.

◆ 会計報告

◆ 監査報告
5月9日に矢部監事、森監事に監査頂
き、一般会計・山荘会計とも適正に処理
されているとのご確認を頂きました。

この見開きの背景写真は、ʼ21年9月針ノ木にて / 森美文（S44）
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背景写真：ʼ57/01 高校合宿〜天狗平より白馬岳 / 小田薫(S24）

会員
消息
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◆ 宗像国夫 (S31卒)
初めての寄稿、西宮市にいます。ヨットハーバーの近くだが一
切無関係。同期には菅原道雄君が健在。橋本龍太郎君は山岳部
に籍はあったが剣道が本命、ご父君の跡継ぎはしないと言っ
て、慶応卒後クレハ紡績入社 大阪勤務。私も大阪で時には会
えた。その後は御存じの通り、総理までなった。ビックリ。実
は私は高2で校則違反の編入生。幼稚園から高1迄 大阪で男女
共学、麻布では珍獣扱い。その年のリーダー佐藤信安君の後ろ
席になったのが運のつき、部室に連れて行かれて即入部となった。乱文のご報告はこ
こ迄とします。皆すこやかに。■

◆ 菅原道雄 (S31卒)

ありがとうございました
ずっと失礼します 86歳になり 皆さんに お話しすることがありませんが いつ
も皆さんが 山を大切にして 勉強と両立させている姿を見て 感心しています
どうか 頑張って下さい
（メールでご連絡頂きました）◆ 尾島暢彦 (H28卒)

H28年卒の尾島です。私は麻布を卒業後、山が近い
のもあって（?）信州大学に進学しました。登山サー
クルに入り、その一環で常念診療所という山岳診療所
に参加していました。たまたまNHK日本百名山の取
材を受ける機会がありましたが、放送された際には
AACの同期から連絡を受け、皆さん見ているものだ
なぁと感じたことを覚えています。ちなみに特に連絡していないはずなのに
（!?）AACのHPでも放送の模様を紹介していただきました。
大学卒業後、現在は長野市で勤務しています。登山に行く頻度は減りました
が、2023年には念願の鹿島槍と五竜を縦走することができました。あまり顔を出
せていませんが、また皆様と一緒に登山出来たらなと思っています。

◆ 昭和32/33/34年の会
昨年6月1日（木）に昭和32年、33
年、34年卒のOB有志が三島さんの
声がけで武蔵小杉に集まりました。
およそ卒業以来はじめて再会すると
いうケースも多く、積もる話に花が
咲きました。
一緒に山に登り、全く違う人生を送
り、再び集まって昔の山行を懐かし
む。なかなか趣のある昼食会でし
た。
前列は向かって左から、三島（33
年）、三浦（32年）、佐久間（33年）。後列は向かって左から、飯田（33年）、
佐藤（32年）、深沢（33年）、古川（34年）です。[佐藤（S32年卒）]

お手元に「もう読まない」とか「置いておくのが邪魔だ」
という山に関する本はありませんか？捨ててしまったり、
売ってしまうのは名残惜しいという本はありませんか？
そんな本を八ヶ岳山荘にご寄贈ください。山荘の豊かな自
然に囲まれた静かな環境での読書は、格別の時間を与えて
くれます。現在も山荘には山に関する本で満載の本棚があ
ります。今後さらに蔵書を充実させていけたらと考えてお
りますので、sanso@a-a-c.netまでメールでお知らせ下
さい。■

山の本を山荘にご寄贈ください
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▶ 会員総数 205名 / 特別会員 13名
▶ ご逝去＞小林隆志さん（S33）/ 大熊忠之さん
（S35）〜 心よりご冥福をお祈り申し上げます。
▶ 新会員1名＞羽柴俊輔さん(R6) →

発行者:麻布学園山岳部OB会 / 2024年7月
事務局:小澤徹

◆ お願い
• 会費納入のお願い

2024年度の会費(¥2,000 但し、麻布卒業後5年間の学生会員は¥1,000)の納入
をお願い致します。合宿参加など現役サポート活動を積極的に行うためには資金
的裏付けは必要不可欠です。過去3年間で未納分のある方は本年度分と合わせ納
入をお願い致します。

• 同封の払込用紙をご利用下さい。銀行から送金の場合は :
銀行名: ゆうちょ銀行 / 店番: 〇一九 / 口座: 当座 0363867

• ホームページへの写真提供のお願い
AACホームページに古い写真を掲載させて頂きます。
事務局までご連絡ください。

◆ 会員動向

ごあいさつ

コロナ禍も漸く落ち着き元の生活に戻りつつあるこの頃です

が、会員の皆様はどの様にお過ごしでしょうか。

昨年度のOB会活動は、暮れの忘年会、そして5月の総会も学校

の教室をお借りして開催する事ができ、コロナ禍前の状況に戻

す事ができました。山荘のリフレッシュデイでは、山荘の掃除

や草刈りの他にキッチン床やウッドデッキの修繕、本棚の増設

等を実施しました。現在山荘はピカピカの状態ですので、沢山

の皆様のご利用をお待ちしております。

現役部員の部活動は、部員全員が登山未経験の白紙の状態から

の出直しですが、顧問の先生方のご協力を得て、低山への山行

から一歩一歩経験を積むべく元気に活動しております。

2年後の2026年度には、麻布学園山岳部発足80周年を迎えま

す。そこで今年度から、80周年祝賀イベントの企画、準備を始

めたいと考えております。会員総意で進めていきたく、逐次ご

案内申し上げますので、会員の皆様のご協力を切にお願い申し

上げます。

会長 太田弘一
AACホームページ
http://a-a-c.net/

現役の山行より:
↑ 入笠山 (ʻ24/02)
↗ 三ツ峠山（ʼ23/09)
→ 北岳 (ʻ23/07)


